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　　　　梅雨らしくなかった「梅雨」も明け、隣接する京都では日本三大祭のひとつ「祇園祭り」がクライ
マックスの山鉾巡行を控えています。いよいよ夏祭りも多くなる「夏本番」に突入しました。冷房稼動制限
がありますが、地球環境のためにもなっていると軽装で乗り切りたいものです。

　６月３０日に平成１６年度「第１回　さあ見学！産研学」が開催されました。研究発表の会場といたしました記念

館は、学外の方１１５名のご参加に加え報道関係の方でほぼ満席状態でした。久米学長挨拶の後、重定産学官連携推

進室長より本学の研究紹介、さらに研究事例発表として「光・色」をキーワードとした４例が報告されました。

　○ 「仮想質感で魅せる光、認知機能を調べる光」 ～生活環境学部　生活環境学科　才脇直樹助教授～

　○ 「光（視）環境の評価・計画」～生活環境学部人間環境学科　井上容子教授～

　○ 「光を用いた年代測定」～文学部国際社会文化学科　高田将志助教授～

　○ 「光でミクロ環境を探る」～理学部化学科　岩井薫助教授～

また、施設・研究室見学として国際交流プラザおよび新Ｅ棟の見学ツアー（化学

分析装置見学〔大学院人間文化研究科共生自然科学専攻　小幡誠助手〕、国際

交流プラザ紹介および木材利用〔生活環境学部人間環境学科　藤平眞紀子講師〕

コンピュータデモ〔才脇直樹助教授〕）を実施いたしました。次頁に見学交流会

終了後に中小企業支援センター殿に集計いただいたアンケート結果を載せています。
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満足

ほぼ満足

物足りなかった

　満足の理由（抜粋）

・女子大にはあまり行く機会がなく、私学を数回訪問した比較では知的な感じの学

　生が多く、また、研究テーマも基礎（発見）を目的として組まれていると感じた。

・主催者側のやる気が感じられた。手作りの良さが感じられた。

・特に光に関した分野については大変興味深くよかった。全体を通して

　大変勉強になった。

・多彩な研究をされているのがわかった。

・説明が簡潔で時間配分がグッドでした。

ほぼ満足の理由（抜粋）

・おもしろい話が聞けた。

・専門的な部分について理解不足で良くわからなかった。

・産学共同研究の今後の方向が見えてきたこと。

・学内の現在の研究テーマを知ることができた。われわれの企業の目指す点と接点が少しずれている。

物足りなかった理由（抜粋）

・産研学というより、学会の発表のようでした。

・研究の話は専門的で時間が短すぎた。もう少し面白い話であって良いのではないか。でもその他は満足でした。

・班の人数が多く話しが聞けなかった。

見学交流会の感想

②奈良女子大との技術交流について（既にしている・したい・特にしたいとは思わない）その理由についてお聞

かせください。

技術交流したい理由（抜粋）

・地元産業の支援および情報提供の機会を増やすために是非進めていきたい。

・基礎研究に力を注いでいるから。

・光関連の開発を主にしており、今日のセミナーのテーマ「光と色」に合致している。

・吉野スギ材利用の床材。和紙調査から吉野和紙の普及・新商品を開発したい。
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特にしたくない理由（抜粋）

・業種があまり関係ない。

・産学交流とはどのようなものかを知るために参加しました。

・現時点では接点をみつけられませんでした。今後他の内容を知ってい

　けば技術的な交流の接点も見つかる事もあるかと思います。

無回答理由（抜粋）

・開かれた大学を目指しておられるようで非常に好感が持てた。

・具体的なイメージ・実際の実施のシステムが掴みづらい。

・情報発信をお願いできればありがたいと思います。

　＜見学交流会の感想（アンケート集計結果）＞

①本日の見学交流会の感想は如何でしたか。（満足・ほぼ満足・物足りなかった）

＜久米（学長）、高田、戸祭（文学部）、野口、塚原、保（理学部）、西村、井上、才脇、藤平（生活環境学
部）、小幡（人間文化研究科）、重定、吉田、相馬、大石、岩井、諸岡、小田原、中窪、高橋、藤野（産学官連
携推進室）、河井、狩俣、毛利、高良＞



２．「第３回産学官連携推進会議」に出席しました。

　６月１９－２０日の２日間　国立京都国際会館で開催されました内閣府・総務省・文部科学省・経済産業省・

日本経済団体連合会・日本学術会議「第３回産学官連携推進会議」にブース出展を含め、出席しました。産学官

やＴＬＯなどから３１２９人の参加があり、初日の１９日には小泉内閣総理大臣の「科学技術創造立国の実現に

向けて産官学の連携を進め、地域や民間の活力を引き出して日本の潜在力を最大限に発揮させていきたい」との

メッセージに続き、主催者挨拶、尾池京都大学総長、コールマンカリフォルニア大学副総長、増田岩手県知事ら

による特別講演が続きました。～岩手らしさによる産学官連携～と副題をつけて講演された岩手県知事は、行政

も深く関ることで産学官連携が深化しつつあるＩＮＳ（いわてネット

ワークシステム）や、旧地場産業を新規技術によって再生しようとす

るプロジェクトの紹介など『地域を動かしつつある産学官連携』を報

告され興味深く聴講いたしました。２日目には、産学官連携で成果を

挙げたグループやＴＬＯ、大学、企業などに対して「産学官連携功労

者表彰」が行われ、受賞者の成功事例が発表された。表彰後には、坂

村健東京大学教授から「ユビキタスネットワーク時代の産学官連携戦

略」について、続いて西岡喬三菱重工業会長から「産学官連携による

企業の発展戦略」について講演がありました。

　分科会もあり、出展ブースには他ブース同様、説明員として常駐し

ませんでしたが、５０冊用意した研究紹介集は初日またたく間になく

なり、ＣＤ版もまた１７０個程度持ち帰っていただきました。

＜重定、大石、吉田、小田原、中窪、藤野＞
奈良女子大学ブース

＜他大学ブース例＞

３．産学官連携室のメモ帳をご利用ください、

　産学官連携推進室の連絡先を印刷した中紙無地（２０頁）Ｂ５版メモ帳が納入

されました。学外の方との会議等でお使いいただければと思いますので、必要な

方は　産学官連携推進室コーディネーター３７３４にお問い合わせください。

＜例：研究会を開催する場合に、メモ用紙としてお配りする。＞



４．産学官連携推進室からのお知らせホームページは進化
しつつあります。是非「お気に入り」に登録ください。

産学官連携推進室からのお知らせ「URL:http://www.nara-

wu.ac.jp/kenkyou/news/notice.html　」では、１週間に２回

程度の更新頻度でさまざまなお知らせを載せています。公募型研

究課題などについても順次　載せておりますので、是非ときどき

覗いてみられてください。＜藤野＞

５．今後の予定

７月２７日　やまとの元気企業　見学交流会（９時１５分～）

８月２７日　元気城下町クラブ（１８時３０分～　奈良ロイヤルホテル）

９月１８－１９日　大和郡山市商工フェア

１０月２７－２９日　中小企業ビジネスフェア（インテックス大阪）

　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　：　

産学官連携推進室　室長　重定南奈子（副学長）　室長補佐　吉田和男（研究協力課）　推進員　大石正（人間文化研究科）　相馬秀廣（文学部）
　　　岩井薫（理学部）　諸岡英雄（生活環境学部）　中窪利周（研究協力課　研究協力係）　高橋真理子（研究協力課　研究協力係）
　　　小田原孝次（研究協力課　社会連携推進係）　藤野千代（産学官連携コーディネーター）


